
テーマ１：日本人学校における探究学習

研究提携校における２０２４年度までの取り組みの様子

〇研究提携校

・シカゴ双葉会日本語学校全日校（シカゴ日本人学校）
・ハンブルグ日本人学校

2021年のAG+プロジェクト開始年度より、本研究に携わって日本人学校における
探究学習について学校全体で研究に取り組んでいます。
こちらで紹介するのは、2024年度までに各学校で取り組んできたことの一部です。
研究は継続中ですので、この後も随時新しい情報を発信していく予定です。
また本資料の中にある各学校の細かい資料等についても、今後公開していく予定
です。

https://chicagojs-next.edumap.jp/
https://hamburg-jshh.com/
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シカゴ日本人学校における探究学習の実践について
ー探究学習の構築 ・英語と探究学習の融合 ー

探究学習の構築

シカゴ日本人学校の特色を生かした「探究学習」について
「探究学習」と聞くと、特色ある単元開発、現地の素材や人との交流を含めた学習をイメージしやすいと思いますが、アメリカという土地柄、子どもたち
が主体的に調査活動をしたり、インタビュー活動をしたり、繰り返し校外学習をしたりする環境づくりが難しいことが現状です。そこで‥

教科学習から探究的な学びを定着させ、そこから発生した興味・関心を個々の
探究学習のテーマに結び付けることを中心に探究学習を構築してきました。
（ここでは、2024年度までの成果の一部をダイジェストでご紹介します。）

探究学習で育てたい価値観と探究学習のためのスキルの両面から育てたい学力観を描く
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小学部での探究学習 児童へのオリエンテーションの一部
ー 学び方を学ぶ ー

学習するうえでのものの見方・考え方
を、日常的な授業の中で常に意識させ、
探求的な学びを日々の教科学習の中から
定着していくことを目指す

探究のたね

教科の授業の中で
もっと学びたいこ
と、疑問に思った
ことなどを「探究
のたね」として提
示させ、教科横断
的な探究学習へと
発展させる。
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個人探究から協働探究へ（５・６年生の例）

「探究のたね」から発生した課題をもとに、本格的な探究学習をスタート
させる（３・４年生の例）
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ネイティブ英語教員による英語での探究課題につながる情報提供、それを基にして生徒の個人探究、英語によるプレゼンテー
ション、現地中学校・大学との交流活動等に発展。

中学部での探究学習
英語と探究学習の融合

ネイティブ教員による情報提供

個人探究とプレゼンテーション現地校中学生への英語でのプレゼンテーション

ネイティブ教員との協力体制で、英語での情
報のインプット、アウトプットを英語の授業
として実施し、生徒各自が抱いた課題意識の
追究やまとめは探究学習として進める。

（ネイティブ教員に入ってもらうことのメ
リット）
・アメリカに暮らす人々の抱える社会問題や
その歴史的な背景等を現地の人ならではの視
点で生徒に投げかけてもらう。

・日頃より生徒に英語を教えている教員だか
らこそ、生徒の英語力の差にも対応し、英語
理解についての個別支援を行ったり、補助資
料を準備してくれたりする。

・グループでの探究活動を経て、
その成果を共有し、中学部として
秋の「双葉フェスティバル」で小
学生や保護者に向けて劇を発表す
る。
・小学生でもわかるような配慮を
したり、一部英語を取り入れたり
して劇を完成させる。

その後さらに個人探究をすすめ、その成果を発表しあったり、現地の中学生に向けて英語でプレゼ
ンテーションしたりする活動に継続していく。


